
＜環境省「星空観察」取組報告書＞ 

撮影団体名 兵庫県立舞子高等学校天文気象部 

活動写真 

 

Ⓒ兵庫県立舞子高等学校天文気象部 

Ⓒ兵庫県立舞子高等学校天文気象部 

Ⓒ兵庫県立舞子高等学校天文気象部 

 



活動内容 

活動の概要 

クラブ活動として、研究活動と地域貢献活動に力を入れています。研究活動として、2022 年

3 月には、日本天文学会ジュニアセッションで、西はりま天文台に合宿して調べた、変光星ペガ

スス座 DY の測光観測を発表しました（添付）。先月には、明石天文科学館が企画した、「高校

生によるプラネタリウム解説」に参加し、一般観客の前で、自分達の作った原稿でプラネタリウ

ム解説を行いました。地域貢献事業は、下記に記載しています。 

光害防止や大気環境保全に資する活動があれば記載してください 

陸域観測技術衛星「だいち２号」を利用して、「だいち２号は、地球のお医者さん」と題した企

画を進めようと、近隣の小学校にも協力を呼び掛けたのですが、新型コロナのため、活動が制

限されたため、今後に持ち越しになっています。 

郷土の環境を生かした活動や地域に根付いた活動、地域おこしの推進に貢献したと思われる活動 

コロナ対策を講じながら、開催することができました。最も大きなイベントとして、8月に、「コー

プこうべ」の 2 店舗で、「小型望遠鏡製作」を行い、同時に「３D による宇宙旅行」の上映を行い

ました。惑星の説明・太陽系・銀河系：宇宙のはてと進んでいく映像は、生徒の生解説・操作に

よるものです。７月には、舞子公園で、小学生を相手に自由研究課題にも使える「小型望遠鏡

制作」その後、「自作の望遠鏡による星空観察」を行い、大人気でした。 

活動 PR 

 コロナ禍でも、観望会ができたことは、イベント主催者とコロナ対策の取組や本校への信頼が

あって実現できたと思います。この機会に、夜空を見ていただき、星空の魅力を伝えながら、光

害の減少、大気環境の改善啓発活動を行っていきます。3 年ぶりに開催された「科学の祭典」

に、参加し、「太陽の姿をみよう」と可視光で太陽黒点を、Hα望遠鏡でプロミネンスを来場者に

見ていただきました。 

 



 


